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２０２２年５月２３日 

 

 

ＳＵＰＥＲ ＦＯＲＭＵＬＡレースレポート 

 

＃１ 野尻、今季３度目のポールポジションを獲得 

決勝は苦しいレース展開ながら２台ともにポイントを獲得 

 
２０２２年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第４戦 オートポリス 
距離：４，６７４ｋｍ×４２Ｌａｐｓ（１９６．３９２ｋｍ） 
２０２２年５月２１日（土）天候：晴れ／路面：ドライ 
２０２２年５月２２日（日）天候：晴れ／路面：ドライ 
 
 
■予選 ＃１ 野尻 １位 / ＃１５ 笹原 ４位 
 
 
【野尻選手】  

 
第４戦オートポリスの予選が終わりました。ポール    

ポジションを獲得できて嬉しい反面、正直驚いてもいます。 
朝のフリー走行も含め、路面コンディションは良くなく、車の  
グリップ感もなく、思案させられる状況にいました。しかし、
チームの頑張りで結果を出せたのは本当に嬉しいし、良かった
です。 
 
決勝はタイヤの摩耗が激しいと予想しているので、セットを 
修正しないとレースでは勝てないという不安もあります。  
これからしっかりとチームと話し合い、優勝するための準備を 
していきたいと思います。応援よろしくお願いいたします。 

 
 

【笹原 選手】 
朝のフリー走行の感触は野尻さんと同じで、グリップ感が 

なくてセットを修正したものの、いざ予選を走ってみると 
「あれ？」という感じで、「これがコンディションの変化  
なのかな」という疑問が残りました。 
 
Ｑ２の最後のアジャストだったり、僕自身も何か足りない  
部分があったかとは思いますが、なんとか４番手。グリッド   
ポジションが２列目を確保でき、表彰台のチャンスもある  
ので（この予選内容を）ポジティブに捉えています。 
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チームが試行錯誤を繰り返し準備してくれた車両なので、結果を残したいです。決勝はいつも通り
のスタートとレースを心掛け、先頭グループでの走行、そして、しっかりとデータ収集が出来る  
よう頑張ります。引き続き、応援を宜しくお願いいたします。 
 
 
【田中監督】 
 
午前のフリー走行の走り出しから、２台ともバランスが悪くグリップ感がない状態で、    

しかも、セッション内にこの症状を改善できませんでした。 
 
正直なところ予選でポールポジションを獲るのは難しいと思っていたのですが、予選開始までに  
ドライバーとエンジニアがデータを解析してくれたことで、見事、野尻選手がポールポジションを
獲ってくれました！ 
 
笹原選手は車のバランスは良い印象ではなかったものの、Ｑ１のＡ組では２位で通過したので、 
Ｑ２でもと期待をしたのですが、路面が想定以上に変化していて、その影響もあり４位という結果
でした。 
 
明日の決勝レース、野尻選手はもちろんポール･トゥ･ウィンを！笹原選手は今シーズン不運な展開
で結果を残せてないだけに、期待したいです。 
 
 
■決勝 ＃１ 野尻 ４位 / ＃１５ 笹原 ７位 
 
 
【野尻選手】  
 

決勝を終えて、正直悔しいです。振り返ると、スタートは  
良かったのですが、レースペースを上げ切ることが出来    
なかったです。平川選手が２番手に来た際プッシュしたの  
ですが、差が開かず、さらに一気にタイヤのグリップダウンが 
来てしまい、ピットに入ることにしました。 
 
２セット目のタイヤのペースがあまり良くなかったです。  
アジャストやセット以外対応する術がありませんでした。  
オーバーカットで３台に抜かれてしまいましたが、４位入賞
は、シーズンを通してみれば、最低限ですが堪え得るところ 
です。ただし、次は勝たなければなりません。 
 

応援してくださった方々にはありがとうございました。 
 
 

【笹原 選手】 
 
レースペースは良かったので、もっと上げられたのですが、

戦略としてアンダーカット（でのポジションアップ）を選択 
しました。 
 
前の車のペースが遅く抜こうとしましたが、近づくとダウン 
フォースがなくなりフロントタイヤに厳しい状況でした。  
今日はその１点だけです。 
 
ただ、ああいう状況で後ろを走っていながらも、車の感触や 
バランス、タイヤの状況を感じ取れたのは次のレースに   
つながる大きな成果です。 
 
次のＳＵＧＯは得意なコースでもあるので、とにかく頑張ります。ありがとうございました。 
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【田中監督】 
 
とても厳しいレースでした。野尻選手は車のバランスが悪くペースを上げられず、後続の宮田 

選手をなんとか抑えながらの苦しい展開でした。笹原選手はバランスは悪くなかったものの、前車
を抜けるほどの速さはなく、我慢のレースを強いられました。 
 
予選が良かっただけに、今日の決勝は残念でしたが、厳しい状況でベストを尽くしてくれました。
ふたりともポイントを獲得してくれたので、シーズンの長さを考慮すれば良かったと思います。 
 
スポンサー様、関係者の皆様、そしてファンの皆様、たくさんの応援をありがとうございました！
今回の問題点をしっかりと分析し、次戦のＳＵＧＯ大会では、ふたりで最高の結果を出せるよう 
頑張りますので、引き続き応援をお願いします。 
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